
　昭和 30（1955）年６月１日、当時の大久野村と平井村が合併し
て「新村・日の出村」が誕生し、昭和 49（1974）年６月１日には
全国で 1976 番目の町として町制を施行してから、令和６年に町
制施行 50 周年、令和７年には合併 70 周年という大きな節目の年
を迎えることとなりました。この記念すべき年を町民の皆さまとと
もにお祝いできることを、心よりお慶び申し上げますとともに、現
在の日の出町の発展は、多くの先人たちのたゆまぬ努力の上に成
り立っていることを忘れてはならないと思います。
　現在、物価高騰やエネルギー価格の上昇等の影響に加え、人
口減少や少子高齢化が進み、社会保障費の増大に対応する等、

町は依然として厳しい財政状況が続いております。さらには、老朽化が進む公共施設の適切な維
持管理や子育て・教育支援、福祉のまちづくり等、取り組むべき課題は山積しています。これら
に的確に対応し、限られた財源を最大限に活かした行財政運営を推進するため、引き続き「PDCA
サイクル」の実践や行政改革に取り組んでまいります。
　広域連携では、あきる野市との共同整備による新学校給食センターの運営開始や、大学・民
間企業等と連携し、地域づくり、福祉、教育、防災分野の更なる充実を図ってまいります。また、
子育て支援として開設された「こども家庭センターこそだち」を軸に、安心して相談できる体制を
拡充するとともに、学校施設への空調設備設置や幼保小中の給食費無償化等、物価高騰下に
おける子育て世代への支援を継続・拡充してまいります。
　町では「みんなでつくろう日の出町」を合言葉に『活力ある地域づくり』『災害に強いまちづく
り』『子育て・教育支援』『福祉のまちづくり』『持続可能な行財政運営』の視点を持ちながら、
町民の暮らしに寄り添い、「日の出町に住んでよかった」と思える未来を見据えた施策を着実に
推進してまいります。
　このたび、合併 70 周年・町制施行 50 周年を記念し、発行するこの町勢要覧により日の出町
の概要をご理解いただければ幸いと存じます。
　結びに、日の出町の限りない繁栄と町民の皆さまのご健康を祈念して、発行のご挨拶と致します。
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シニアはつらつ事業

子育て支援事業

これからも人生を楽しむ

「シニアはつらつシネマの集い」は、2023年にスタート。日の出町と日の
出町社会福祉協議会の共催で行われ、毎年65 歳以上の町民の皆さまを
招待し、イオンシネマ日の出で開催しています。2024 年は町制施行 50
周年記念事業の一環として開催。また、町長、社会福祉協議会会長、
町議会議長と記念撮影を行う「シニアはつらつ撮影会」（実施時点で、
満 77 歳、満 88 歳、満 99 歳、満 100 歳の町民対象）も行われています。

「広報誌で開催を知って参加しま

した。普段買い物に来ている場

所なので、気軽に参加できるとこ

ろがいいですね」

「昨年に続いて２ 回目の参加です！今回は友人にも声をかけ、一緒に参加しました。来年はどんな作品が上映されるか楽しみです」

200 人を超える町民の皆さまが参加した「シニアはつらつシネマの集い」開催時の様子。

参加者の声

「シニアはつらつシネマの集い」では、別日に日の出町役場で開
催された「シニアはつらつ撮影会」の様子を記録した動画も放映
されました。撮影会の様子は、「東京都日の出町公式動画チャン
ネル」でもご覧いただけます。

「シニアはつらつ撮影会」の様子をご覧いただけます

巻頭特集 1　活気あふれる日の出町

幅広い世代の町民に向けて、さまざまなイベントや施策を行っている日の出町。町民の皆さまが
楽しみながら参加できるイベントや子どもたちの成長を支える施策まで、その取り組みは多彩です。

東京都日の出町
公式動画チャンネル

さまざまな世代がいきいきと過ごす
「活気ある日の出町」の取り組み
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栄養士による食育授業の様子。 懐かしの給食メニューを再現。当時は
パンが主流だった。

新たな教育支援の一環として、給食費
の無償化がスタート。

「食の専門家」である
日の出町学校給食セ
ンターの栄養士によ
る、食育の授業を町

立小・中学校各校で実施。身近な
食材への興味や、栄養バランスの大
切さなどを伝えています。

合 併 70 周 年・町 制
施行 50 周年を記 念
し、50 年 前 の 給 食
を再現。当時の味を

振り返りながら、変わらぬ思いで子
どもたちの健やかな成長を支え続け
ます。

食育の充実を目的に、
2024 年 10 月 1 日 か
ら日の出町 立小・中
学校の学校給食費が

無償化されました。子どもたちに安
全でおいしい給食を安定して届けるこ
とで、心身の健康と成長を支えます。

食育への
取り組み 記念献立

給食
無償化

日の出町
こども家庭センター

「こそだち」

子どもたちの健康と成長を見守る

０～ 18 歳未満の子︎どもとそのご家族に向けた相談窓口
として、来所はもちろん訪問や電話でも対応しています。
特に乳幼児の子︎育て支援として、作業療法士や保育士
による子︎どもの心身の成長を促す遊びや離乳食などの食
育指導を行う「こそだち教室」や、保護者同士の交流
の場づくりのための「ママさんヨガ」、「子︎育てサロン」と
いったイベントも定期的に実施しています。

日の出町在住の方に向けた独自の子育て支援金があります。子育て世代を支える取り組み

交付額 子ども 1 人につき月額  5,000 円

中学校を卒業する子どもに対して 1 人につき  10 万円  

町内保育園に通う３歳児～５歳児の子どもにかかる副食費を 無償化

未 来わくわく支 援 金

未 来 旅 立ち支 援 金

ひのでっ子ぱくぱく給食応援補助金
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ひのでスポーツフェスティバル

町をあげての祭典！

2022 年から始まった「ひのでスポーツフェスティバル」は、老いも若きも一緒にスポーツを楽しむ「日の出町
ならでは」のイベント。隔年 10 月に行われているこのイベントは、町民の皆さまの交流と親睦の場となってい
ます。亜細亜大学日の出キャンパスのグラウンドで開催されており、官民連携事業のひとつでもあります。

「ひのでスポーツフェスティバル」は町民同士の親睦交流の場として意義ある取り
組みとして評価されています。連携している亜細亜大学との関係も深まり、学内ス
ポーツジムの町民利用も可能になったことで地域とのつながりがより良くなってい
ます。今後は、日の出町教育委員会、日の出町スポーツ協会（各競技団体）など、
地域で活躍する団体と連携し、誰もが参加できる楽しいイベントとして町民の健
康増進の機会にしていきたいと考えています。

「鳳凰の舞」は数多くある日本の民俗芸能の中で
も類を見ない珍しい特色があります。それがユネス
コ無形文化遺産「風流踊」のひとつに選ばれ、大
きな喜びを感じました。私自身、下平井に生まれ、
幼い頃から鳳凰の舞を踊ることが人生の一部でし
た。日の出町に伝わる貴重な文化ですが、年々担
い手が減ってきているのも事実です。伝統を守りな
がら、地域で継承していこうと思ってもらうことが
大事です。時代の流れと共存して、老若男女問わ
ず力を合わせて保存会を残していけたら嬉しいで
す。これからも「地域のつながり」の象徴、「地域
の心」として、皆で大切に受け継いでいきたいです。

「鳳凰の舞保存会」会長 長田 勝雄さん

「下平井の鳳
ほ う お う

凰の舞」
下平井の鳳凰の舞は、2006 年に国の重要無形民俗文化財に指定され、
2022 年には「風流踊」のひとつとしてユネスコ無形文化遺産に登録されま
した。下平井地区に伝わる民俗芸能で、古くは雨乞いや悪疫退散を願って
舞ったといわれています。江戸の要素を含む「奴の舞」と、上方の要素を含
む「鳳凰の舞」の二庭で構成されており、鳳凰の冠や踊り方などは全国的
にも珍しいものになります。

❶ 約 300 人が集った「ひのでスポーツフェスティバル 2024」 。「大玉送り」では世代を超えて競技を楽しむ姿が見られました。 
❷ 二人三脚など、親子で参加できる競技も。 ❸ ニュースポーツ「ラダーゲッター」の体験コーナー。 

❶ 子どもたちが扇と木刀を持って披露する「奴の舞」。 ❷❸ 「鳳凰の舞」は、毎年９月 29 日に近い土日に春
日神社で行われる例大祭で披露。 ❹ 鳳凰の舞で使用される太鼓や鳳凰の冠。万燈つくりは地域住民の方々
が寄り合って行います。❺ 「鳳凰の舞」では、鳳凰、ささら、軍配、小太鼓など計 10 名が勇壮な舞を披露。「奴
の舞」を踊っていた子どもたちが成長して舞うことも。 

❶ ❷

❸

❶

❷

❹

❺

❸

森谷 幸二 さん「NPO 法人 日の出町スポーツ協会」会長

2022 年にユネスコ無形文化遺産に登録
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人口１万人目の村民を再訪

ロゴ & キャッチフレーズが決定

町制施行 50 周年を記念

日の出町合併 70 周年記念

大久野村と平井村が合併し、1973 年に人口が１万人を突破したことを機に町制施行への気運が高まり、翌
1974 年 6 月 1 日に日の出町が誕生しました。そのきっかけとなった「１万人目の村民」が、森岩晴美さん・た
か子︎さんご夫妻の次女 美香さん。当時、「地域住人がこぞって『１万人目の村民』を狙っていました。出生届を
出しに行くと、役所の方がみんなで拍手をしてくださいました」と晴美さん。「小学生の頃、社会科の先生が授
業で『１万人目の村民』のことを取り上げてくださって、学年中の有名人になりました」と美香さん。「当時はもっ
と自然が豊かで、そんな環境を求めて引っ越してくる人が多かったですね」とたか子

❶ 人口１万人突破を報
じた当時の広報には
、美香さんを抱く、たか
子さんの姿が。❷  町役
場の職員が森岩さん宅
を訪問。当時を再現してパ
チリ。 ❸ 森岩晴美さん
御一家。写真左から美
香さん、たか子さん、晴
美さん。 ❹ 当時、村か
ら贈られた記念品の置き
時計。裏面には「日の
出村人口壱万人達成記
念」の文字。 

さん。懐かしく当時を振り
返っていただきました。

小学校ひのでちゃん賞
下川 よしのさん
本宿小学校　５年生

井上 湊介さん
平井小学校　５年生

山本 晴さん
大久野小学校　５年生

田中 來玲葉さん
平井小学校　６年生

下川 ことのさん
平井中学校　３年生

松坂 有彩さん
大久野中学校　２年生

野口 一華さん
平井中学校　１年生

関根 圭佑さん
大久野中学校　１年生

中学校ひのでちゃん賞

小学校ひのでちゃん賞

中学校ひのでちゃん賞

小学校ひのでちゃん賞 小学校ウェルビーイング賞

中学校ひのでちゃん賞 中学校ウェルビーイング賞

巻頭特集 2　日の出町の「近年の出来事」❶

2024 年に町制 50 年、さらに 2025 年の 6 月 1 日には合併 70 年を迎えたことから、
さまざまな記念事業が行われました。

日の出町合併70周年、町制施行50周年！
躍進を続ける日の出町の「今」をお届け

合併 70 年を記念し、日の出町立小・中学校の高学年児童、生徒を対象に、日の出町合併 70 周年記念プレ
事業「あなたが思い描く日の出町の未来 日の出町の魅力を生かした素敵なまちづくりキャッチフレーズ＆ロゴ
マークコンクール」を開催。想像力あふれる素敵な作品が数多く寄せられました。

❶

きらり賞

2024 年 10 月に開催された「第 36 回日の出町産業まつり」で、
日の出町合併 70 周年を記念したロゴとキャッチフレーズの発表会
を開催。会では、作品に込めた山﨑さんの思いが披露されました。　

山﨑 浩之助さん（2024 年当時）

日の出町立平井小学校 6 年生

そのほかの受賞作品
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❷

❸ ❹
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スポーツを
通しての交流

亜細亜大学との包括連携協定                 

イオンモール株式会社との包括連携協定

大学生と町の子どもたちとの交流も！

さまざまな連携イベントを開催！

2016 年 4 月に包括的協働・連携協力に関する協定を締結した亜細亜大学とは、多彩な交流
を通して「人材育成と地域社会発展」を目的とした取り組みを行っています。また、町制 50
周年を記念して開催された、「ひのでスポーツフェスティバル 2024」の会場提供や大学生の参
加、「日の出町産業まつり」などのイベント開催時の協力など、さまざまな連携を行っています。

「ニュースポーツ体験会」。

サッカーやテニスといった、子どもに人気のスポーツを体験する「ジュニアスポーツ教室」も。

フレイル予防から世界情勢を知る講座まで幅広い知識が得られると好評。
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2022年10月、日の出町とイオンモール株式会社との「包括的連携に関する協定」が結ばれました。協働・官民
連携の取り組みのひとつで、子︎育て・教育など８つの分野で相互連携を生かしたイベントなどを行っています。

日の出町の「近年の出来事」❷　民間との連携も充実

亜細亜大学日の出キャンパスの施設を利用し、年齢
や障がいの有無を問わず楽しめる「モルック」など
のニュースポーツ体験会や人気スポーツの体験会
を、町内の小・中学生を対象に行っています。

スポーツ体験会

防災を考える
きっかけに

発育
相談も

さらに
訪れやすく

社会と
つながる！

自衛隊による演習の観覧
や救命救助体験を実施。
装備品の展示や制服試着
体験、戦闘糧食展示など
も行われました。

約 ５m のコースをハイ
ハイで 進む「はじめて
の大運動会‼ 赤ちゃん
ハイハイれーす」では、
保健師による身体測定
も。

地元のお店や特産品が並
ぶ「日の出町産業まつり」
は、イオンモール日の出
の西側 A ブロック駐車場
を利用して開催。毎年多
くの人で賑わいます。

認知症の患者さんやその家族、支援に関わ
るすべての方を対象とした情報交換の場「ひ
のでカフェ」は、イオンモール日の出２F スター
バックスコーヒーで年２回開催。

自衛隊防災フェス 2025 
　　　in イオンモール日の出

はじめての大運動会‼ 
　　  赤ちゃんハイハイれーす

日の出町産業まつり
ひのでカフェ
　　  ＠イオンモール日の出

学びを
通しての交流 「出会い・ふれあい・学びあい」をテー

マに、町民の皆さまの余暇の充実と生
涯学習の機会として、同大学で「日の出
町民大学」を開催しています。

この他、2024 年 9 月に日の出町と西武信用金庫との「包括的連携・協力に関する協定」を締結しています。
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農業に挑戦する人を温かく迎え入れる体制と環境

子どもがのびのび元気でいられる町で、子育てを！

移住定住に適した「日の出町」の生活環境や風土

日の出町と周辺に広がる約 3,900
坪の畑で、サツマイモやトウモロコ
シ、ジャガイモ、ブロッコリーなど多
彩な作物を育てる木

き し の
住野一樹さん。

収穫した野菜は「日の出町ふれあい
農産物直売所」などに並び、地域
の暮らしを支えています。東京農業
アカデミーでの研修を経て 2023 年
に就農した新たな担い手です。
しかしながら、日の出町の若手農業
者は数えるほどしかおらず、地元出
身で農業を志す人も多くはありませ
ん。けれども農業委員会や振興委
員会をはじめ、町全体が新たな担い
手を歓迎する体制を整えており、実
際に「担い手の会」の半数は町外か
ら移住してきた農家で構成されてい
ます。「農業を始めたい方が日の出
町に来てくれると心強い」と木住野
さん。豊かな自然と新規就農者を温
かく迎え入れる日の出町は、移住し
て農業に挑戦する人にとって大きな
可能性を秘めたフィールドです。

子育て世帯に嬉しい制度が充実してい

る点が魅力です。医療費の助成制度や、

毎月 5,000 円支給される「未来わくわく

支援金」など、家計をサポートしてくれ

る支援は助かります。

子育て支援の充実も移住の決め手に

子どもが「自然」と遊ぶ毎日！
豊かな自然と、自然保育を実践する幼稚園があることが決め手でした。もっと不便な暮らしを想像していましたが、都心へのアクセスも良く、生き生きと過ごす子どもの姿を見るにつれ、移住は正解だったと感じています。

2021 年移住　岡崎駿人さん、七生さん御一家

木住野さんが生産の主とするサツマイモは、少ない肥料でも
育つ環境にやさしい野菜で、収穫後に寝かせることで甘みが
増し味わい深くなります。アカデミー以前に加賀野菜という
ブランド野菜が有名な石川県で働きながら勉強しており、五
郎島金時というサツマイモを育てたこともあるそう。

移住者の声

巻頭特集３　移住定住

豊かな自然、都心からの程よい立地といった町の魅力はもちろん、子育て支援や高齢者支援、
創業支援、新規就農者支援や空き家利活用など、日の出町では移住定住促進のためにさまざま
な支援を行っています。

自然豊かな町の魅力やさまざまな支援を広く周知し
他エリアからの移住定住を促進しています
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緑豊かな観光スポット ぐるり～ん  ひのでちゃん
豊かな自然環境を生かした観光地や施
設が点在する日の出町。釣った魚がそ
の場で食べられる「自然休暇村 さかな
園」など、週末のお出かけスポットとし
て町内外から多くの人が訪れます。

2022 年から運行がスタートしたコミュニ
ティバス「ぐるり～ん ひのでちゃん」は、

「長井折返場」から「阿伎留医療セン
ター」を結んでいます。乗車は１回 100
円（土日・祝も運行）。

日の出町では、妊娠・出産・子︎育ての切れ目のない支援として、さまざまな補助金や助成金のほか、
子︎育て家庭が安心して子︎どもを産み育てることができる環境的支援にも取り組んでいます。また、移住
の際の住まいや仕事に関する支援も行い、他のエリアからの子︎育て世代の移住定住を促進しています。

リニューアルしたコミュニティバスの運行や豊かな自然環境を生かした娯楽スポットなど、日の出町には移住
定住に適した環境が整っています。

子育て世代の移住定住を促進

自然豊かな観光資源、利便性の向上

新規就農者支援

「自然」が遊び場！ 新しい町民の「足」
木

き し の

住野 一
か ず き

樹さん新規就農者
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